
3 よしかわ議会だより

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　条
例
改
正
の
内
容
と
影
響
は
。

　市
民
税
関
係
の
改
正
内
容
の
１
点

目
は
、
延
滞
金
の
利
息
軽
減
で
あ
り
、

14
・
９
％
が
9.3
％
に
な
る
。
平
成
26

年
度
で
は
、
約
１
９
０
０
万
円
の
延

滞
金
見
込
み
で
あ
る
。

　２
点
目
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
で

あ
る
。
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
が

引
き
き
れ
な
か
っ
た
場
合
、
住
民
税

か
ら
控
除
で
き
る
仕
組
み
で
、
平
成

29
年
度
ま
で
の
入
居
者
が
対
象
と
な

る
よ
う
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
た
。

限
度
額
は
、
現
行
９
万
７
５
０
０
円

が
13
万
６
５
０
０
円
と
な
る
。
控
除

額
は
、
平
成
24
年
の
入
居
者
３
１
７

名
全
員
が
限
度
額
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
た
場
合
、
１
２
０
０
万
円

程
度
市
の
収
入
減
と
な
る
。
こ
の
減

収
分
は
全
額
国
費
で
補
て
ん
さ
れ
る
。

　延
滞
金
の
支
払
い
状
況
は
。

　人
数
と
延
滞
金
は
、
平
成
22
年
度

が
１
７
７
９
人
、
約
２
４
０
０
万
円
、

平
成
23
年
度
は
１
７
３
７
人
、
約
２

５
０
０
万
円
で
毎
年
さ
ほ
ど
変
わ
り

は
な
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　質
疑
な
し
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　保
健
衛
生
費
に
つ
い
て
、
医
師
会

を
除
名
処
分
に
な
っ
た
医
療
機
関
分

の
予
防
接
種
の
組
み
替
え
に
関
わ
る

も
の
だ
が
、
償
還
払
い
す
る
と
き
の

手
続
き
や
方
法
は
。

　予
防
接
種
の
種
類
を
記
入
し
た
区

域
外
申
請
書
を
提
出
、
申
し
出
の
あ

る
医
療
機
関
に
市
か
ら
依
頼
書
を
発

行
。
依
頼
書
と
母
子
手
帳
と
予
診
票

を
持
っ
て
受
診
、
接
種
後
に
予
診
票

と
領
収
書
を
持
っ
て
市
に
請
求
。
指

定
口
座
に
振
り
込
む
、
と
い
う
流
れ

に
な
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
児
童
福
祉
審
議
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　委
員
８
名
の
選
出
方
法
は
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

は
団
体
に
依
頼
し
、
組
織
の
中
か
ら

推
薦
し
て
も
ら
う
。
子
育
て
経
験
者

に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
の
子
の
保

護
者
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
の

保
護
者
、
小
学
校
に
通
う
子
の
保
護

者
の
計
３
名
を
予
定
。
子
育
て
支
援

団
体
や
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
依
頼

し
、
推
薦
し
て
も
ら
う
予
定
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
保
育
所
運
営
費
に
係
る
地
域

区
分
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

　委
員
か
ら
の
意
見
聴
取

●
民
間
保
育
園
の
定
員
は
、
吉
川
市

に
お
け
る
総
定
員
の
８
割
に
及
ん
で

お
り
、
大
変
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
地
域
区
分
に
つ
い
て
吉
川
市
は

「
そ
の
他
の
地
域
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
近
隣
と
比
べ
て
も
生
活
水
準
等

の
面
で
同
一
水
準
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
。
故
に
現
在
の
区
分
は
合
理
性

に
欠
け
る
。
安
定
し
た
保
育
士
の
確

保
の
観
点
か
ら
も
採
択
す
べ
き
。

●

合
理
性
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
採

択
し
た
う
え
で
、
議
会
と
し
て
も
引

き
上
げ
の
努
力
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成
全
員
で
採
択

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　質
疑
な
し
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　吉
川
美
南
駅
周
辺
地
域
整
備
基
礎

調
査
等
委
託
事
業
の
債
務
負
担
行
為

補
正
の
詳
細
内
容
は
。

　環
境
影
響
評
価
業
務
と
事
業
案
作

成
業
務
を
２
年
間
に
渡
る
業
務
と
し

て
、
当
初
計
上
し
た
も
の
だ
が
、
こ

の
う
ち
環
境
影
響
評
価
業
務
に
つ

い
て
、
県
よ
り
知
事
意
見
が
出
さ

れ
、
調
査
項
目
の
追
加
が
生
じ
た
為
、

１
千
万
円
増
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　新
た
に
追
加
さ
れ
た
項
目
は
。

　二
酸
化
硫
黄
、
炭
化
水
素
、
悪
臭

調
査
、
電
波
障
害
調
査
、
窒
素
酸
化

物
や
Ｐ
Ｍ
2.5
調
査
箇
所
数
の
追
加
な

ど
で
あ
る
。

　当
初
債
務
負
担
を
設
定
し
た
時
点

で
、
事
前
に
県
と
調
整
し
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
な
ぜ
今
回
の
補
正
と

な
っ
た
の
か
。

　事
前
協
議
は
し
て
い
る
が
、
審
議

会
委
員
の
現
地
調
査
を
行
う
手
順
の

為
、
ど
う
し
て
も
追
加
項
目
が
出
て

き
て
し
ま
う
。

　消
費
行
政
推
進
費
は
県
の
補
助
金

と
補
正
額
が
同
額
だ
が
、
当
初
か
ら

見
込
ま
れ
て
い
た
の
か
。

　県
か
ら
追
加
募
集
の
照
会
が
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
て
消
耗
品
、
備
品
購
入

の
追
加
申
請
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　補
助
金
の
備
品
購
入
は
適
正
か
。

　啓
発
活
動
で
活
用
す
る
も
の
と
し

て
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　消
費
生
活
相
談
の
最
近
の
相
談
件

数
の
推
移
と
内
容
は
。

　平
成
21
年
度
は
１
１
３
件
、
22
年

度
１
３
９
件
、
23
年
度
２
０
３
件
、

24
年
度
１
７
４
件
で
あ
り
、
内
容
は

多
重
債
務
や
借
金
関
係
、
商
品
に
関

す
る
相
談
で
あ
る
。

　放
射
性
物
質
な
ど
食
の
安
全
に
関

す
る
相
談
は
。

　前
年
度
、
今
年
度
と
も
相
談
は
な

か
っ
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
水
道
常
任
委
員
会

常任委員会の審査から
　議案や請願は詳細に審査するため、

担当常任委員会に委ねられ、専門的に審査されます。

　主な審査内容を各常任委員長が要約して

お知らせします。

市内保育園の子どもたち

～市議会では３つの常任委員会に

分かれ審査しています～
（◎＝委員長、○＝副委員長）

総務水道常任委員会

　◎遠藤義法、○中村喜一、松﨑誠、

　加藤克明、伊藤正勝、稲葉剛治、

　五十嵐惠千子（副議長）、松澤正（議長）

文教福祉常任委員会

　◎安田真也、○高野昇、野口博、

　小林昭子、互金次郎、降旗聡

建設生活常任委員会

　◎小野潔、○中嶋通治、山﨑勝他、

　佐藤清治、稲垣茂行、齋藤詔治
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